
【活動報告会（ 2024.2.27） 】

栃木県危機管理防災局消防防災課・（公財）栃木県消防協会
2024年３月発行

○県では、消防・防災に関する学生サー
クルの活動が充実したものとなるよ
う、関係機関との連絡調整や資機材の
提供などの支援を実施しています。

○地域防災に関心を持つ若者が増えるこ
とによって、地域防災の要である消防
団や自主防災組織などの充実強化を目
指しています。

とちぎ学生防災サークル支援事業とは…

・DAME-iTでは新たに参加していただけるサークルを
積極的に募集していますので、「話を聞きたい」と
いう方は県消防防災課までお問い合わせください！
・なお、DAME-iTの活動内容は、各SNSでも発信して
いますので要チェック！！

DAME-iT 参加サークル募集中♪

DAME-iT 全体としての活動

○県内大学等において、消防・防災に関する活動を継続的に実施し
ている学生サークルが集まって、活動内容に係る情報交換や合同
での活動の実施など、サークル活動が、より一層充実するよう取
り組んでいます。
○愛称　　　　　 は、「Disaster Action MEmber-inTochigi」の略で
すが、決めたことは実行する！という強い意志の表れでもありま
す。

とちぎ学生防災サークル　　　　　とは…

【認定証交付式
  宇都宮大学 UP　(2024.2.27)】

DAME-iT

DAME-iT
ディームイット

＜各サークル代表者＞

帝京大学
中野 代表

白鷗大学
大塚代表

作新学院大学
岸代表

国際医療福祉大学
大塚代表

宇都宮大学　
杉山 代表

・消防団員は、自分の仕事を持ちながら地域防災の担
い手として、地域に密着し、住民の安全と安心を守
るという重要な役割を果たしています。
・消防団の活動を通じて幅広い年代の人たちと交流で
き、自分自身の成長にもつながります。
・「地域の役に立ちたい、何かしてみたい」という方は、消防
団への入団を考えてみてはいかがでしょうか。

キミもつづけ！街の HERO消防団

○とちぎ学生防災サークル支援事業について

（公財）栃木県消防協会

栃木県危機管理防災局消防防災課 お住まいの市役所・町役場
または、消防署まで

○消防団について

TEL   028‒623‒2127 FAX  2146

TEL   028‒666‒5381

県民の日イベント参加(2023.6.10)
・防災に関する人探しゲームやすご
ろくを行いました。
・多くの人が訪れてくださり、楽しんで
学んでもらうことができました。

連絡協議会における意見交換
・イベントに向けた打合せや直近の活
動内容について意見交換しました。
・各サークルの活動内容や意識を高
めるよい機会となりました。

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

2023年度

宇都宮大学　 UP（宇大生プロジェクト）

代　表：杉山　翔
発　足：平成23(2011)年
部員数：10名

東日本大震災の復興支援を目的
として発足したサークルです。
これまで主としてきた震災の記
憶を継承する活動に加え、防災
の知識を広げる活動にも力を入
れていきます。

峰ヶ丘祭（学園祭）

・11月に開催された学園祭に出店。
・東北の食材を使用したスープ３種
類を販売しました。
・当サークルの活動に興味を持っていた
だくきっかけにもなりました。

スタディーツアー
・９月に関西の震災遺構を視察
するスタディーツアーを実施
しました。
・北淡震災記念公園野島断層保
存館と神戸港震災メモリアル
パークで過去の震災被害と教
訓を記憶に刻みました。

ココロツナガル3.11
・３月11日に宇都宮大学でキャン
ドルアートを作成するイベントを
開催しました。
・震災に関する絵本の読み聞かせ
や当時の映像を流し、災害の記録
を伝える活動を行いました。

～主な取組～

NEW
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帝祭（学園祭）

・炊き出しを意識して豚汁を販
売。多くの人に訪問していただ
き、２日とも完売しました。

地域防災シンポジウム
・自分たちの活動を紹介する形で
参加しました。防災についての
意見交換会もあり、多くの人と
関わることが出来ました。

防災・救急フェア
・訪れた人たちに新聞紙で作れるス
リッパの折り方を教えました。

～主な取組～

防災士養成講座　
・私たち防災サークルtellは運営の
補助をさせていただきました。
　作新学院大学の学生は見事全員
合格しました！

鬼怒川・小貝川流域のインフラ施設や
自然災害伝承碑を巡るツアー

・株式会社MC＆Pの皆様のご協力のもとでレポーターとして参加しまし
た。

～主な取組～

代　表：中野　航

発　足：平成23(2011)年

部員数：43名

帝京大学　防災ボランティアERSU 作新学院大学　防災サークルtell

これからもたくさんの活動に参
加し、我々の活動を知ってもら
うとともに、防災についての知
識や意識を高めてもらえるよう
に活動したいです。

代　表：岸　美優

発　足：平成30(2018)年

部員数：９名
私たちは、様々な世代に合った
防災に関する呼びかけに重点を
置きたいと考えています。そし
て、多くの方々の防災意識向上
に繋げていきます。

白鷗大学　 め 組 白 鷗

代　表：大塚　小夏

発　足：平成31(2019)年

部員数：10名
め組白鷗は、防災スキルの向上
を図ることを目的としたサーク
ルです。今後も各大学と力を合
わせ、地域防災の支えとなれる
ように活動に取り組んでいきた
いです。

国際医療福祉大学　 災害復興・支援チームあおぞら

代　表：大塚　玲奈
発　足：平成25(2013)年
部員数：26名

防災についての知識を深めて、
地域の方々や学生に楽しく理解
していただけるように日々活動
しています！地域防災の手助け
になれるように取り組んでいき
たいと思います。

防災フェス

・9月10日におやまゆうえんハーベ
ストウォークにておやま防災とし
て防災フェスに出展しました。大
勢の方にご来場いただきました。

炊き出し練習

・災害時に実践できる炊き出しの
練習を行いました。ポリ袋に材
料を入れ、沸騰させて混ぜご飯
を作りました。新入生との交流
も深めることができ、楽しい思
い出になりました。 風花祭(学園祭)

・防災すごろくと避難誘導灯に
ついて学べる迷路を作成しま
した。また、防災グッズの展
示も行いました。地域の方々
にいざ災害が起きた時に役立
つ防災知識を発信することが
できました。

いわき市災害ボランティア
・災害支援としてボランティアに
参加しました。住宅の窓には浸水
の痕が残っていたり、フェンスが
曲がって倒れていたりとメディア
の情報だけでは分からなかった現
状を知ることができる良い機会で
した。

防災スタディツアー

・11月25日に防災スタディツアー
を行いました。白鷗大学の学生や
職員の方、小山市民の参加者を募
集し福島県の双葉町・浪江町を訪
問しました。

白鷗祭（学園祭）
・11月4日、5日に白鷗祭が開催さ
れました。間違い探し・輪投
げ・紙食器作りを行いました。2
日間で500名以上の方にご来場
いただきました。

～主な取組～ ～主な取組～
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状を知ることができる良い機会で
した。

防災スタディツアー

・11月25日に防災スタディツアー
を行いました。白鷗大学の学生や
職員の方、小山市民の参加者を募
集し福島県の双葉町・浪江町を訪
問しました。

白鷗祭（学園祭）
・11月4日、5日に白鷗祭が開催さ
れました。間違い探し・輪投
げ・紙食器作りを行いました。2
日間で500名以上の方にご来場
いただきました。

～主な取組～ ～主な取組～
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【活動報告会（ 2024.2.27） 】

栃木県危機管理防災局消防防災課・（公財）栃木県消防協会
2024年３月発行

○県では、消防・防災に関する学生サー
クルの活動が充実したものとなるよ
う、関係機関との連絡調整や資機材の
提供などの支援を実施しています。

○地域防災に関心を持つ若者が増えるこ
とによって、地域防災の要である消防
団や自主防災組織などの充実強化を目
指しています。

とちぎ学生防災サークル支援事業とは…

・DAME-iTでは新たに参加していただけるサークルを
積極的に募集していますので、「話を聞きたい」と
いう方は県消防防災課までお問い合わせください！
・なお、DAME-iTの活動内容は、各SNSでも発信して
いますので要チェック！！

DAME-iT 参加サークル募集中♪

DAME-iT 全体としての活動

○県内大学等において、消防・防災に関する活動を継続的に実施し
ている学生サークルが集まって、活動内容に係る情報交換や合同
での活動の実施など、サークル活動が、より一層充実するよう取
り組んでいます。
○愛称　　　　　 は、「Disaster Action MEmber-inTochigi」の略で
すが、決めたことは実行する！という強い意志の表れでもありま
す。

とちぎ学生防災サークル　　　　　とは…

【認定証交付式
  宇都宮大学 UP　(2024.2.27)】

DAME-iT

DAME-iT
ディームイット

＜各サークル代表者＞

帝京大学
中野 代表

白鷗大学
大塚代表

作新学院大学
岸代表

国際医療福祉大学
大塚代表

宇都宮大学　
杉山 代表

・消防団員は、自分の仕事を持ちながら地域防災の担
い手として、地域に密着し、住民の安全と安心を守
るという重要な役割を果たしています。
・消防団の活動を通じて幅広い年代の人たちと交流で
き、自分自身の成長にもつながります。
・「地域の役に立ちたい、何かしてみたい」という方は、消防
団への入団を考えてみてはいかがでしょうか。

キミもつづけ！街の HERO消防団

○とちぎ学生防災サークル支援事業について

（公財）栃木県消防協会

栃木県危機管理防災局消防防災課 お住まいの市役所・町役場
または、消防署まで

○消防団について

TEL   028‒623‒2127 FAX  2146

TEL   028‒666‒5381

県民の日イベント参加(2023.6.10)
・防災に関する人探しゲームやすご
ろくを行いました。
・多くの人が訪れてくださり、楽しんで
学んでもらうことができました。

連絡協議会における意見交換
・イベントに向けた打合せや直近の活
動内容について意見交換しました。
・各サークルの活動内容や意識を高
めるよい機会となりました。

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

2023年度

宇都宮大学　 UP（宇大生プロジェクト）

代　表：杉山　翔
発　足：平成23(2011)年
部員数：10名

東日本大震災の復興支援を目的
として発足したサークルです。
これまで主としてきた震災の記
憶を継承する活動に加え、防災
の知識を広げる活動にも力を入
れていきます。

峰ヶ丘祭（学園祭）

・11月に開催された学園祭に出店。
・東北の食材を使用したスープ３種
類を販売しました。
・当サークルの活動に興味を持っていた
だくきっかけにもなりました。

スタディーツアー
・９月に関西の震災遺構を視察
するスタディーツアーを実施
しました。
・北淡震災記念公園野島断層保
存館と神戸港震災メモリアル
パークで過去の震災被害と教
訓を記憶に刻みました。

ココロツナガル3.11
・３月11日に宇都宮大学でキャン
ドルアートを作成するイベントを
開催しました。
・震災に関する絵本の読み聞かせ
や当時の映像を流し、災害の記録
を伝える活動を行いました。

～主な取組～

NEW
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